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１．背景および目的
　ヒト医療現場では電子カルテの普及により診療記録の電
子化が進み、蓄積したデータを臨床研究、診療支援、疫学
研究等に用いて医療の質の向上に有効活用したいというニー
ズが高まり、日本国内では総務省、経済産業省、及び厚生
労働省による体制整備や試行調査が始まっている1,2,3）。薬

剤処方に関してはレセプトの処方実態調査として特定の薬
剤（抗インフルエンザ薬等）に関する試行調査が始まって
いる4）。動物医療現場でも二次診療施設を中心に電子会計
システムや電子カルテの普及が進みつつあり、処方実態
調査を行う環境が整いつつある5）。海外の動物医療現場で
は、薬剤処方記録を用いた処方実態調査報告がなされてい
る6,7,8,9,10,11,12）。一方、日本では、これら電子化情報を会計以
外に有効活用する試みは未だない。
　本研究では病院の電子化診療記録を用いて、動物医療現
場でどのような医薬品が登録されているか把握し、臨床研
究等に活用させる方法を見出すことを目的とし、都市部に
立地する動物診療施設一施設（以下A病院）の電子会計シ
ステムよりダウンロードした医薬品マスタに登録されてい
る医薬品リストを用いて調査を行った。

２．方法
２－１．入手情報
　A病院に導入されている電子会計システム、アニコムレ
セプター（アニコムパフェ株式会社、東京）より2010年に
ダウンロードした医薬品マスタに登録されている医薬品リ

ストを入手情報として用いた。医薬品リストは、システム
導入前のA病院の医薬品およびその後購入した医薬品によ
り構成されていた。登録薬剤の医薬品名称および有効成分
の情報確認に用いた資料を以下に示す。独立行政法人医薬
品医療機器総合機構（以下PMDA）のホームページで公開
されている医療関係者向けの添付文書情報13）、農林水産省
動物医薬品検査所（以下NVAL）のホームページで公開さ
れている動物用医薬品等データベース14）、動物医薬品販売
メーカーのホームページ公開情報および添付文書情報を電
子情報として、治療薬マニュアル2009（医学書院出版）15）

および治療薬ハンドブック（じほう出版）16）を書籍情報と
して用いた。

２－２．医薬品分類
　医薬品リストに登録されていた商品名をもとに、PMDA
のホームページで公開されている医療関係者向けの添付文
書情報とNVALのホームページで公開されている動物用医
薬品等データベースを参考に、人用医薬品および動物用医
薬品に分類した。さらに、治療薬ハンドブックを参考に薬
効別分類を行った。人用医薬品と動物用医薬品では薬効分
類に違いが見られたため、今回は治療薬ハンドブック16）に
よる薬効分類を優先した。検索時に販売が中止されていた
医薬品については、製造販売会社のホームページおよび卸
業者のホームページで製品を特定した。

３．結果
　内服薬および注射薬の医薬品リストに登録されていた商
品名をもとにPMDAの医療関係者向け添付文書情報、およ
びNVALの動物用医薬品データベースを用いて、一般名、
薬効別分類、および対象動物種の情報を調査した。これら
の薬剤を人用医薬品と動物用医薬品に分類し、薬剤数を表
1に示した。医薬品リストに登録されていた医薬品総数は
780品目、そのうち内服薬総数は463品目および注射薬総数
は317品目であり、同一商品名で含量が異なる複数の薬剤
を1品目とした場合、内服薬435品目および注射薬288品目
であった。これらを人用、動物用に分類したところ、人用
医薬品は内服薬290品目、注射薬221品目、および動物用医
薬品は内服薬82品目、注射薬53品目であった。さらに、
有効成分別に分類したところ、人用医薬品は内服薬213品
目、注射薬173品目、および動物用医薬品は内服薬41品
目、注射薬50品目であった。人用および動物用内服薬の製
品数比率および有効成分数比率を図1に、人用および動物
用注射薬の製品数比率および有効成分数比率を図2に示し
た。内服薬、注射薬ともに、人用医薬品が全体の約8割を
占めており、動物用医薬品の約4倍の製品数および有効成
分数であった。
　内服薬および注射薬を治療薬ハンドブック16）による薬効
分類を参考に、精神・神経系、感覚器系、循環器系、呼吸

器系、消化器系、内分泌・代謝系、腎臓・泌尿器系、ビタ
ミン・栄養・輸液・電解質製剤、血液用薬・血液製剤、抗
悪性腫瘍薬、免疫抑制薬、鎮痛・抗炎症・抗アレルギー
薬、病原微生物に対する医薬品、およびその他の計14分類
に分け、薬効分類間比較を行った（図3）16）。動物用医薬
品の病原微生物に対する医薬品としては、内寄生虫用薬を
除き、抗菌薬、抗原虫薬および抗生物質を分類し、寄生動
物用薬には、内寄生虫用薬を含めた。人用医薬品内服薬お
よび注射薬の薬効分類別薬剤数としては、共に病原微生物
に対する医薬品が多く、感覚器系、腎臓・泌尿器系および
呼吸器系の薬剤が少なかった。病原微生物に対する医薬品
の56%は抗生物質を含む抗菌薬であった。消化器系薬は内
服薬では病原微生物に対する医薬品および鎮痛・抗炎症・

抗アレルギー薬に次いで多かったが、注射薬では少なく、
ビタミン・栄養・輸液・電解質製剤は注射薬では最多だっ
たが、内服薬では少なかった。ビタミン・栄養・輸液・電
解質製剤に分類された医薬品はすべて輸液製剤であった。
動物用医薬品内服薬および注射薬の薬効分類別薬剤数とし
ては、共に病原微生物に対する医薬品が多く、腎臓・泌尿
器系、感覚器系および抗悪性腫瘍薬の薬剤は登録されてい
なかった。内服薬では循環器系の薬剤が3番目に多かった
が、注射薬は少なく、注射薬ではウイルスワクチン類の薬
剤がもっとも多かったが、内服薬では登録されていなかっ

た。ウイルスワクチン類に分類された医薬品はすべてワク
チンであった。動物用医薬品内服薬で最多だった寄生動物
用薬の64%は駆虫薬であった。人用医薬品および動物用医
薬品の薬効分類別薬剤数としては、共に病原微生物に対す
る医薬品および鎮痛・抗炎症・抗アレルギー薬が多く、腎
臓・泌尿器系および感覚器系の薬剤が少なかった。人用医
薬品と異なり、動物用医薬品としては、寄生動物用薬およ
びウイルスワクチン類の薬剤が登録されており、抗悪性腫
瘍薬、感覚器系および腎臓・泌尿器系の薬剤は登録されて
いなかった。
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【原著】

　日本の動物医療現場において、二次診療施設を中心に人用医薬品が多く処方されており、その割合は約9
割に達すると言われている。人用医薬品処方率が高いとされている二次診療施設で、もっとも普及率の高い
電子会計システムを導入しているA病院一施設の電子会計システムに登録されている医薬品リストを電子的
に取得し、人用医薬品および動物用医薬品の登録状況を調査し、薬効分類別に登録薬剤数を比較した。電子
会計システムに登録されていた780薬剤のうち、含量の異なる同一薬剤を1とした場合、人用医薬品が511（内
服薬290、注射薬221）、動物用医薬品が135（内服薬82、注射薬53）登録されていた。また、同一有効成分別
に比較すると、人用医薬品が386（内服薬213、注射薬173）、動物用医薬品が91（内服薬41、注射薬50）とな
り、製品数および有効成分数ともに人用医薬品の割合が動物用医薬品の約4倍も占めていた。薬効分類別に比
較したところ、人用医薬品および動物用医薬品共に、病原微生物に対する医薬品、鎮痛・抗炎症・抗アレル
ギー薬の割合が多く、腎臓・泌尿器系および感覚器系の薬剤が少なかった。また、動物用医薬品において、
腎臓・泌尿器系および感覚器系の薬剤は存在するが、A病院では登録されておらず、抗悪性腫瘍薬は、動物
用医薬品が存在しないため、人用医薬品のみ登録されていた。
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分類を参考に、精神・神経系、感覚器系、循環器系、呼吸

器系、消化器系、内分泌・代謝系、腎臓・泌尿器系、ビタ
ミン・栄養・輸液・電解質製剤、血液用薬・血液製剤、抗
悪性腫瘍薬、免疫抑制薬、鎮痛・抗炎症・抗アレルギー
薬、病原微生物に対する医薬品、およびその他の計14分類
に分け、薬効分類間比較を行った（図3）16）。動物用医薬
品の病原微生物に対する医薬品としては、内寄生虫用薬を
除き、抗菌薬、抗原虫薬および抗生物質を分類し、寄生動
物用薬には、内寄生虫用薬を含めた。人用医薬品内服薬お
よび注射薬の薬効分類別薬剤数としては、共に病原微生物
に対する医薬品が多く、感覚器系、腎臓・泌尿器系および
呼吸器系の薬剤が少なかった。病原微生物に対する医薬品
の56%は抗生物質を含む抗菌薬であった。消化器系薬は内
服薬では病原微生物に対する医薬品および鎮痛・抗炎症・

抗アレルギー薬に次いで多かったが、注射薬では少なく、
ビタミン・栄養・輸液・電解質製剤は注射薬では最多だっ
たが、内服薬では少なかった。ビタミン・栄養・輸液・電
解質製剤に分類された医薬品はすべて輸液製剤であった。
動物用医薬品内服薬および注射薬の薬効分類別薬剤数とし
ては、共に病原微生物に対する医薬品が多く、腎臓・泌尿
器系、感覚器系および抗悪性腫瘍薬の薬剤は登録されてい
なかった。内服薬では循環器系の薬剤が3番目に多かった
が、注射薬は少なく、注射薬ではウイルスワクチン類の薬
剤がもっとも多かったが、内服薬では登録されていなかっ

た。ウイルスワクチン類に分類された医薬品はすべてワク
チンであった。動物用医薬品内服薬で最多だった寄生動物
用薬の64%は駆虫薬であった。人用医薬品および動物用医
薬品の薬効分類別薬剤数としては、共に病原微生物に対す
る医薬品および鎮痛・抗炎症・抗アレルギー薬が多く、腎
臓・泌尿器系および感覚器系の薬剤が少なかった。人用医
薬品と異なり、動物用医薬品としては、寄生動物用薬およ
びウイルスワクチン類の薬剤が登録されており、抗悪性腫
瘍薬、感覚器系および腎臓・泌尿器系の薬剤は登録されて
いなかった。

表1　内服薬および注射薬薬剤数

図1　人用および動物用内服薬薬剤数比率

図2　人用および動物用注射薬薬剤数比率

1）登録薬剤総数のうち、同一商品名で含量が異なる複数の
　  薬剤がある場合、1品目として扱った。
2）サプリメントや栄養補助食品等を除外した医療用医薬品数。

　左図に製品数別比率、右図に有効成分数別比率を示した。
上の数字は同一名称薬剤を１品目とした場合の内服薬薬剤数、
下の数字は総薬剤数に占める割合を示した。

　左図に製品数別比率、右図に有効成分数別比率を示した。
上の数字は同一名称薬剤を１品目とした場合の注射薬薬剤数、
下の数字は総薬剤数に占める割合を示した。
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１．背景および目的
　ヒト医療現場では電子カルテの普及により診療記録の電
子化が進み、蓄積したデータを臨床研究、診療支援、疫学
研究等に用いて医療の質の向上に有効活用したいというニー
ズが高まり、日本国内では総務省、経済産業省、及び厚生
労働省による体制整備や試行調査が始まっている1,2,3）。薬

剤処方に関してはレセプトの処方実態調査として特定の薬
剤（抗インフルエンザ薬等）に関する試行調査が始まって
いる4）。動物医療現場でも二次診療施設を中心に電子会計
システムや電子カルテの普及が進みつつあり、処方実態
調査を行う環境が整いつつある5）。海外の動物医療現場で
は、薬剤処方記録を用いた処方実態調査報告がなされてい
る6,7,8,9,10,11,12）。一方、日本では、これら電子化情報を会計以
外に有効活用する試みは未だない。
　本研究では病院の電子化診療記録を用いて、動物医療現
場でどのような医薬品が登録されているか把握し、臨床研
究等に活用させる方法を見出すことを目的とし、都市部に
立地する動物診療施設一施設（以下A病院）の電子会計シ
ステムよりダウンロードした医薬品マスタに登録されてい
る医薬品リストを用いて調査を行った。

２．方法
２－１．入手情報
　A病院に導入されている電子会計システム、アニコムレ
セプター（アニコムパフェ株式会社、東京）より2010年に
ダウンロードした医薬品マスタに登録されている医薬品リ

ストを入手情報として用いた。医薬品リストは、システム
導入前のA病院の医薬品およびその後購入した医薬品によ
り構成されていた。登録薬剤の医薬品名称および有効成分
の情報確認に用いた資料を以下に示す。独立行政法人医薬
品医療機器総合機構（以下PMDA）のホームページで公開
されている医療関係者向けの添付文書情報13）、農林水産省
動物医薬品検査所（以下NVAL）のホームページで公開さ
れている動物用医薬品等データベース14）、動物医薬品販売
メーカーのホームページ公開情報および添付文書情報を電
子情報として、治療薬マニュアル2009（医学書院出版）15）

および治療薬ハンドブック（じほう出版）16）を書籍情報と
して用いた。

２－２．医薬品分類
　医薬品リストに登録されていた商品名をもとに、PMDA
のホームページで公開されている医療関係者向けの添付文
書情報とNVALのホームページで公開されている動物用医
薬品等データベースを参考に、人用医薬品および動物用医
薬品に分類した。さらに、治療薬ハンドブックを参考に薬
効別分類を行った。人用医薬品と動物用医薬品では薬効分
類に違いが見られたため、今回は治療薬ハンドブック16）に
よる薬効分類を優先した。検索時に販売が中止されていた
医薬品については、製造販売会社のホームページおよび卸
業者のホームページで製品を特定した。

３．結果
　内服薬および注射薬の医薬品リストに登録されていた商
品名をもとにPMDAの医療関係者向け添付文書情報、およ
びNVALの動物用医薬品データベースを用いて、一般名、
薬効別分類、および対象動物種の情報を調査した。これら
の薬剤を人用医薬品と動物用医薬品に分類し、薬剤数を表
1に示した。医薬品リストに登録されていた医薬品総数は
780品目、そのうち内服薬総数は463品目および注射薬総数
は317品目であり、同一商品名で含量が異なる複数の薬剤
を1品目とした場合、内服薬435品目および注射薬288品目
であった。これらを人用、動物用に分類したところ、人用
医薬品は内服薬290品目、注射薬221品目、および動物用医
薬品は内服薬82品目、注射薬53品目であった。さらに、
有効成分別に分類したところ、人用医薬品は内服薬213品
目、注射薬173品目、および動物用医薬品は内服薬41品
目、注射薬50品目であった。人用および動物用内服薬の製
品数比率および有効成分数比率を図1に、人用および動物
用注射薬の製品数比率および有効成分数比率を図2に示し
た。内服薬、注射薬ともに、人用医薬品が全体の約8割を
占めており、動物用医薬品の約4倍の製品数および有効成
分数であった。
　内服薬および注射薬を治療薬ハンドブック16）による薬効
分類を参考に、精神・神経系、感覚器系、循環器系、呼吸

器系、消化器系、内分泌・代謝系、腎臓・泌尿器系、ビタ
ミン・栄養・輸液・電解質製剤、血液用薬・血液製剤、抗
悪性腫瘍薬、免疫抑制薬、鎮痛・抗炎症・抗アレルギー
薬、病原微生物に対する医薬品、およびその他の計14分類
に分け、薬効分類間比較を行った（図3）16）。動物用医薬
品の病原微生物に対する医薬品としては、内寄生虫用薬を
除き、抗菌薬、抗原虫薬および抗生物質を分類し、寄生動
物用薬には、内寄生虫用薬を含めた。人用医薬品内服薬お
よび注射薬の薬効分類別薬剤数としては、共に病原微生物
に対する医薬品が多く、感覚器系、腎臓・泌尿器系および
呼吸器系の薬剤が少なかった。病原微生物に対する医薬品
の56%は抗生物質を含む抗菌薬であった。消化器系薬は内
服薬では病原微生物に対する医薬品および鎮痛・抗炎症・

動物診療施設で使用されている医薬品調査

抗アレルギー薬に次いで多かったが、注射薬では少なく、
ビタミン・栄養・輸液・電解質製剤は注射薬では最多だっ
たが、内服薬では少なかった。ビタミン・栄養・輸液・電
解質製剤に分類された医薬品はすべて輸液製剤であった。
動物用医薬品内服薬および注射薬の薬効分類別薬剤数とし
ては、共に病原微生物に対する医薬品が多く、腎臓・泌尿
器系、感覚器系および抗悪性腫瘍薬の薬剤は登録されてい
なかった。内服薬では循環器系の薬剤が3番目に多かった
が、注射薬は少なく、注射薬ではウイルスワクチン類の薬
剤がもっとも多かったが、内服薬では登録されていなかっ

た。ウイルスワクチン類に分類された医薬品はすべてワク
チンであった。動物用医薬品内服薬で最多だった寄生動物
用薬の64%は駆虫薬であった。人用医薬品および動物用医
薬品の薬効分類別薬剤数としては、共に病原微生物に対す
る医薬品および鎮痛・抗炎症・抗アレルギー薬が多く、腎
臓・泌尿器系および感覚器系の薬剤が少なかった。人用医
薬品と異なり、動物用医薬品としては、寄生動物用薬およ
びウイルスワクチン類の薬剤が登録されており、抗悪性腫
瘍薬、感覚器系および腎臓・泌尿器系の薬剤は登録されて
いなかった。

図3　薬効分類別薬剤数
　数字は内服薬および注射薬ごとに人用医薬品および動物用医薬品を合計した薬効分類別薬剤数である。含量が異なるが同一商品名のも

のは１つの薬剤として扱い、同一有効成分で商品名が異なるものは、異なる薬剤として扱った。
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４．考察
　2009年に実施した動物診療施設アンケート調査による
と、人用医薬品の使用比率は約9割以上であり、二次診療
施設のいずれも人用医薬品を使用している5）。今回の調査
では、A病院の医薬品リストに登録されていた内服薬435品
目のうち、290品目（81%）が人用医薬品、82品目（19%）
が動物用医薬品、注射薬288品目のうち、221品目（78%）
が人用医薬品、53品目（22%）が動物用医薬品であり、動
物用医薬品より人用医薬品のほうが多く登録されていた。
動物診療施設アンケート調査に比べ、A病院においては動
物用医薬品の登録比率が高かったが、人用医薬品が約8割
で、動物用医薬品より多く登録されており、日本の獣医療
の二次診療現場では、動物用医薬品よりも人用医薬品のほ
うが多く使用されている実態を反映していた。動物用医薬
品として販売・処方されている薬剤は、産業動物を対象に
して開発されている製品が多いが、調査対象としたA病院
は都会にある動物病院であり、診療対象とされているの
が、犬、猫などの伴侶動物であること、および、近年、動
物の高齢化が進み、人間と同様に肥満による糖尿病や生活
習慣病が増えているのにも関わらず、動物用医薬品の開発
が需要に追い付いていないことが影響していると考えられ
る。
　薬効分類別薬剤数を見ると、腎臓・泌尿器系、感覚器系
および抗悪性腫瘍薬は動物用医薬品が登録されていなかっ
た。腎臓・泌尿器系および感覚器系の動物用医薬品は国内
で販売されている製品もあるが、A病院では登録されてい
なかった。抗悪性腫瘍薬はまだ国内で販売されていないた
め、日本の獣医療現場では人用抗悪性腫瘍薬を転用してい
る。寄生動物用薬やウイルスワクチン類の人用医薬品が登
録されていなかったが、これらの医薬品は、適応動物種が
特定されており、人用医薬品を転用出来ないためだと考え
られる。病原微生物に対する医薬品として抗菌薬が多く登
録されていた。抗菌薬は感染症に多く用いられるため、疾
病との関連が予想されるが、今回調査対象としたデータは
医薬品リストであったため、適応疾患等の詳細なデータは
含まれておらず、明白な理由は明らかにならなかった。
消化器系および循環器系の薬剤も多く登録されていた。近
年、動物の高齢化が進み、消化器系や循環器系の加齢性疾
患を患い、通院する患者も増えているため、これらの分類
の医薬品の登録数も多かったと考えられる。
　海外動物医療現場における処方実態調査としては、約
10年前から、米国6）、英国7,8）、スイス9）、ノルウェー10）、
およびフィンランド11,12）の報告が存在する。処方頻度が多
いとされている抗菌薬および鎮痛剤に関する処方頻度解
析9,11）、薬剤系統分類別処方件数比較8,11）、用法調査7,11）、
抗菌薬使用に対するガイドラインとの差異9,11）および処方
された動物と適応動物種との差異10）等を調査した結果が報
告されている。本研究の調査対象データは医薬品リストで

あり実際に処方された薬剤とは異なるため、今後海外にお
ける処方実態調査を参考に、薬剤処方履歴に基づく調査を
行い、国内の動物診療施設の処方実態を把握するとともに、
海外との比較についても言及していく。さらに、今回はA
病院のみの解析であったが、薬効分類比較に関しては、各
病院の得意領域が異なるため、得意領域に特化した医薬品
が多く用いられる可能性があり、今後調査対象施設の拡大
および経年的推移を比較検討していくことで臨床研究、疫
学調査および診療支援等に活用していく。
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